
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11 ＜SHA RA ＫＵ ＭＯＮＯ＞に関する説明のしかたとしては、直接、ホームページ（myodo.co.jp）を参照されたい。特に、日本
語と英語における＜SHA RA ＫＵ ＭＯＮＯ＞の説明の対照は興味深い。海外において「文化」を背景とした製品説明をすること
が、その製品のアイデンティティをしっかりと伝えるのにいかに有効であるかが示されている。
12 ＜SHA RA ＫＵ ＭＯＮＯ＞のデザインは、フリーランスのデザイナー山田耕民氏によるもので統一されている。同氏は、大日
本印刷（株）・富士食器（株）・（株）フジイ・吉田金属工業（株）などで、デザイン活動をし、現在に至っている。グローバルナイフの


























































































のホームページ（英語版）には＜SHA RA ＫＵ ＭＯ
ＮＯ＞については次のように書いてある。日本語版の
解説と対照して挙げておこう。
We launched a project in 2000 as part of a new
initiative aimed at creating a new brand by
combining products from multiple companies. The
brand was named after the classic series of ukiyoe
woodblock prints by Sharaku, as produced during
the Edo period by a publisher known as Tsutaya.
It is said that Sharaku Toshusai, the name of
the famous ukiyoe artist, means“amusement in
the east and west.”Accordingly, the Sha Ra Ku
Mono project was launched with the purpose of









は“amusement in the east and west.”という巧み
な表現に置き換わっていることに注意されたい。
☆
いずれにしても、私たちは、今ここで、なぜ「文
化」なのか、についてもう一度自分に問うてみる必
要がありそうだ。本来、共同体の共有財である文化
が、共同体を飛び越えて、＜あいだ＞的な存在とし
て、言い換えれば、関係論的な存在として、大きな
力を働かせつつあるのが現代の文化の置かれている
文脈であるということだ。
13 ここで大変卑近な例を挙げるが、先日（2004年10月23日）第２回留学生スピーチコンテストを本学主催で企画した際に、私は自
分の授業を受講している学生たちに留学生のスピーチを聞くことを求めた。学生たちから提出されたレポートを読んでやはり出て
きたのは、自分たち日本人が外国からどう見られているのかを全く知らなかったという多くの感想であった。それは、畢竟、自国
のアイデンティティについて無自覚だというのと等しいのである。私は、それが新潟の特性だとは思わないし、ましてや学生たち
の幼さのせいだとも思わない。外国人が多く居住する地域の成人たちも、その閉ざされた感性はあまり変わらないと思っている。
海外通になっていく人たちと海外の状況について全く没交渉である人たちとのギャップがますます大きくなっており、総じて「外」
からの見方に鈍感な国になってしまっているというのが列島の現状ではあるまいか。イラクにボランティアに出かけた青年たちが
テロリスト集団の人質になった時、日本国内では「自己責任論」が噴出してバッシングの嵐が起こったのに対して、ヨーロッパの
マスコミやアメリカのパウエル国務長官（当時）までもがその行為を肯定的に評価していたのは象徴的な出来事であった。あるい
は、首相の靖国神社参拝問題に対して中国で大変な避難が起こっているのに対して一般国民がほとんど反応を示さないというのも、
「外」を憚ることのないこの列島の現状をいかんなく物語る事実であろう。
14 日本商工会議所および三条、燕、加茂各商工会議所主催「創業塾」における講演の言葉（平成15年１月24日、三条・燕地域リサ
ーチコア７階ホールにて）。
